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本
会
元
理
事
長
、
京

大
学
名
誉
教
授
、
文

博
士
、
織
田
武
雄
先

は
、
平
成
十
八
年
十

十
八
日
、
屋
内
で
の

慮
の
事
故
の
た
め
逝

さ
れ
た
。
享
年
九
九

。
こ
こ
に
謹
ん
で
哀

の
意
を
捧
げ
る
。

先
生
は
、
明
治
四
〇
年
六
月
二
九
日
、
京
都
市
に
お
生
ま
れ
に
な
り
、
京

府
立
第
一
中
学
校
か
ら
鹿
児
島
の
第
七
高
等
学
校
を
経
て
、
昭
和
四
年
四

に
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
に
入
学
、
地
理
学
を
専
攻
、
昭
和
七
年
三
月
に

業
さ
れ
た
。
続
い
て
龍
谷
大
学
予
科
、
関
西
学
院
高
等
商
業
学
校
、
立
命

大
学
文
学
部
の
講
師
を
歴
任
さ
れ
、
同
十
五
年
関
西
学
院
高
等
商
業
学
校

授
、
同
二
一
年
四
月
立
命
館
大
学
文
学
部
教
授
に
就
任
さ
れ
た
。
し
か
し

ず
か
一
年
後
の
昭
和
二
二
年
三
月
、
先
生
は
母
校
の
京
都
大
学
文
学
部
の

教
授
に
就
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
同
地
理
学
教
室
が
、
戦
時

地
政
学
へ
走
っ
た
た
め
に
、
戦
後
全
て
の
教
官
が
辞
任
せ
ざ
る
を
得
な
い

態
と
な
り
、
東
洋
史
講
座
の
宮
崎
市
定
教
授
の
兼
任
で
か
ろ
う
じ
て
講
座

維
持
さ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
以
後
、
先
生
は
お
一
人

教
室
の
再
建
と
運
営
に
当
た
ら
れ
、
昭
和
二
五
年
十
一
月
教
授
に
昇
任
さ

る
が
、
な
お
助
教
授
を
欠
く
不
完
全
講
座
の
状
態
が
続
き
、
そ
れ
が
解
消

る
の
は
、
昭
和
三
四
年
、
水
津
一
朗
助
教
授
の
赴
任
を
待
た
ね
ば
な
ら
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
先
生
は
幾
多
の
俊
秀
を
育
て
上
げ
る
と
共
に
、

学
運
営
に
も
貢
献
さ
れ
、
昭
和
三
七
年
～
四
〇
年
、
四
四
年
～
四
六
年
の

、
評
議
員
を
お
勤
め
に
な
り
、
持
ち
前
の
柔
軟
な
行
動
力
で
大
学
紛
争
の

拾
に
も
当
た
ら
れ
た
。
昭
和
四
六
年
三
月
、
先
生
が
京
都
大
学
を
停
年
退

さ
れ
る
に
際
し
、
上
記
の
よ
う
な
功
績
に
対
し
て
、
京
都
大
学
名
誉
教
授

称
号
が
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
先
生
は
、
関
西
大
学
文
学
部
史
学
地
理
学

の
教
授
に
就
任
さ
れ
、
こ
こ
で
も
大
学
院
文
学
研
究
科
地
理
学
専
攻
の
設

に
尽
力
さ
れ
る
と
共
に
、
昭
和
五
〇
年
～
五
一
年
に
は
大
学
院
部
長
を
兼

さ
れ
、
昭
和
五
三
年
三
月
の
停
年
ま
で
、
同
地
理
学
教
室
の
発
展
に
貢
献

れ
た
。

学
界
に
お
い
て
も
、
先
生
の
ご
功
績
は
ま
こ
と
に
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
。

後
ま
も
な
く
、
先
生
は
西
日
本
地
理
学
会
の
創
立
を
主
導
さ
れ
、
昭
和
二

年
三
月
に
は
、
こ
れ
を
母
体
に
人
文
地
理
学
会
を
立
ち
上
げ
ら
れ
、
初
代

長
に
就
任
さ
れ
た
。
以
来
先
生
は
、
断
続
的
に
十
二
年
間
余
り
会
長
職
を
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織田武雄先生を偲ぶ

歴
任
さ
れ
、
人
文
地
理
学
会
の
基
礎
を
築
か
れ
た
。
混
乱
し
た
戦
後
社
会
に

あ
っ
て
、
学
会
を
創
立
し
、
学
術
雑
誌
を
継
続
刊
行
す
る
こ
と
が
い
か
に
困

難
で
あ
っ
た
か
、
そ
の
後
先
生
は
、
折
に
触
れ
て
そ
の
時
期
の
苦
労
話
を
披

露
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
爾
来
人
文
地
理
学
会
は
、
真
の
意
味
で
の
全
国
学

会
と
し
て
成
長
し
、
会
誌
㎎
人
文
地
理
』
は
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
学
会
誌

と
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
方
向
を
先
導
さ
れ
た
織
田
先
生
の
功
績
は
、
ま

こ
と
に
大
き
い
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
先
生
は
、
昭
和
四
九
年
～
五
〇
年

の
間
、
日
本
地
理
学
会
会
長
職
に
、
関
東
地
方
以
外
か
ら
選
ば
れ
た
初
め
て

の
会
長
と
し
て
就
任
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
先
生
の
上
記
の
よ
う
な
ご
業
績

か
ら
す
れ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
先
生
は
ま
た
、
本
史
学

研
究
会
に
つ
い
て
も
、
昭
和
三
四
年
か
ら
十
年
余
り
理
事
を
続
け
ら
れ
、
昭

和
四
五
年
～
四
七
年
に
は
理
事
長
と
し
て
そ
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
。

『
史
林
駈
に
も
五
編
の
論
文
を
投
稿
し
て
お
ら
れ
る
。

　
先
生
の
初
期
の
ご
研
究
は
、
地
理
学
史
や
地
図
史
研
究
の
ほ
か
、
地
誌
・

自
然
地
理
・
地
図
表
現
法
・
人
口
地
理
・
農
業
地
理
な
ど
、
多
様
な
関
心
と

志
向
性
を
示
し
て
い
る
。
他
方
、
戦
時
中
の
地
政
学
の
嵐
に
対
し
て
は
、
先

生
は
一
線
を
画
し
て
、
こ
れ
を
避
け
ら
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
戦
後
、
京
大

着
任
後
は
、
先
生
の
ご
研
究
は
、
地
理
学
史
及
び
地
図
史
の
研
究
に
収
罪
し

て
行
く
。
主
著
噸
古
代
地
理
学
史
の
研
究
　
　
ギ
リ
シ
ャ
時
代
』
（
柳
原
書

店
、
昭
和
三
四
年
）
は
、
ギ
リ
シ
ャ
時
代
の
地
理
的
思
考
の
展
開
と
地
理
的

探
検
史
を
論
じ
た
も
の
で
、
昭
和
三
六
年
～
月
、
本
書
に
対
し
て
文
学
博
士

の
学
位
が
授
与
さ
れ
た
。
さ
ら
に
先
生
は
、
教
室
に
蓄
積
さ
れ
た
内
外
の
古

地
図
・
同
写
本
・
関
連
文
献
、
さ
ら
に
は
天
理
図
書
館
な
ど
他
機
関
所
蔵
の

諸
資
料
を
活
用
さ
れ
、
日
本
・
東
洋
及
び
西
洋
の
地
図
史
研
究
を
精
力
的
に

進
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
の
成
果
は
『
地
図
の
歴
史
』
（
講
談
社
、
昭
和
四
八

年
）
、
『
古
地
図
の
世
界
』
（
講
談
社
、
昭
和
五
六
年
）
、
及
び
『
古
地
図
の
博

物
誌
』
（
古
今
書
院
、
平
成
十
年
）
に
集
成
さ
れ
た
。
前
一
一
者
は
、
研
究
者

に
よ
る
高
い
評
価
と
共
に
、
一
般
読
者
に
も
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
ま
た

最
後
者
は
、
実
に
先
生
九
一
歳
の
時
の
出
版
で
あ
っ
た
。
先
生
は
ま
た
、
古

地
図
集
の
編
集
や
監
修
に
も
当
た
ら
れ
、
『
日
本
古
地
図
大
成
　
日
本
図
編
』

（
講
談
社
、
昭
和
四
七
年
）
、
『
田
本
古
地
図
大
成
　
世
界
図
心
』
（
講
談
社
、

昭
和
五
十
年
）
、
『
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
地
理
学
隔
（
東
海
大
学
出
版
会
、
昭
和

六
一
年
）
な
ど
を
世
に
問
わ
れ
た
。
地
理
学
史
・
地
図
史
研
究
以
外
と
し
て

は
、
ま
ず
、
京
大
の
西
ア
ジ
ア
学
術
調
査
の
報
告
書
『
西
南
ア
ジ
ア
の
農
業

と
農
村
騙
（
昭
和
四
一
一
年
、
共
著
）
を
挙
げ
ね
ば
な
る
ま
い
。
先
生
は
本
書

の
中
で
特
に
カ
ナ
！
ト
潅
概
に
つ
い
て
注
目
し
て
お
ら
れ
る
が
、
カ
ナ
ー
ト

研
究
は
、
先
生
が
終
世
追
及
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
研
究
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。

こ
の
他
、
森
　
鹿
三
と
の
共
編
『
歴
史
地
理
講
座
瞼
（
金
三
巻
、
朝
倉
書
店
、

昭
和
三
二
～
三
四
年
）
、
編
著
噌
ア
フ
リ
カ
臨
（
新
路
界
地
理
第
九
巻
、
朝
倉

書
店
、
昭
和
三
七
年
）
、
編
書
『
南
ア
ジ
ア
撫
（
世
界
地
理
四
、
朝
倉
書
店
、
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昭
和
五
三
年
）
な
ど
も
、
学
界
に
対
す
る
大
き
な
貢
献
で
あ
っ
た
。

　
先
生
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
影
響
下
に
育
た
れ
た
せ
い
か
、
お
考
え

は
常
に
リ
ベ
ラ
ル
で
あ
っ
た
。
女
性
に
対
し
て
は
照
れ
屋
で
は
あ
っ
た
が
、

親
切
で
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
で
あ
ら
れ
た
。
祇
園
の
御
茶
屋
や
バ
ー
に
客
人
や
教

え
子
を
伴
わ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
酒
席
で
の
先
生
の
会
話
は
ま
こ
と

に
軽
妙
酒
脱
、
酒
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
会
話
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
お
ら

れ
た
。
晩
年
の
先
生
は
、
比
叡
山
麓
の
ホ
ー
ム
に
居
を
移
さ
れ
、
ご
病
気
の

奥
様
を
看
と
ら
れ
た
。
先
生
は
、
亡
く
な
ら
れ
る
直
方
ま
で
、
眼
は
悪
く
な

っ
て
お
ら
れ
た
が
、
依
然
か
く
し
ゃ
く
と
し
て
、
頭
脳
は
と
り
わ
け
明
晰
で

あ
ら
れ
た
。
先
生
の
生
年
は
地
理
学
教
室
の
創
立
年
と
同
じ
で
、
平
成
十
九

年
に
は
、
教
室
百
学
年
と
共
に
、
先
生
も
め
で
た
く
百
歳
を
迎
え
ら
れ
る
は

ず
で
あ
っ
た
。
先
生
も
そ
の
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

か
な
わ
ぬ
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
は
た
だ
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る

の
み
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
原
潤
記
）
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